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結　

果
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託　
　

先

議案の審議結果
改
革
連
合 

�

日
本
共
産
党 

�

民　

主　

党 

�

公　

明　

党 

�

み
ど
り
の
風 

�

自
由
民
主 

�

原案可決○×○○×○予平成１８年度小金井市一般会計補正予算（第１回）

第　

２　

回　

定　

例　

会

原案可決○×○○×○予平成１８年度小金井市受託水道事業特別会計補正予算（第１回）

原案可決○○○○○○予平成１８年度小金井市老人保健医療特別会計補正予算（第１回）

同意○△○○○○即決監査委員の選任に関し同意を求めることについて

同意○△○○○○即決固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求めることについて

原案可決○○○○○○総小金井市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○×○○×○総小金井市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例

原案可決○△○○○○厚小金井市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○建小金井市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例

可決○○○○○○建市道路線の認定について

可決○○○○○○建市道路線の認定について

可決○○○○○○厚小金井市立清里山荘の指定管理者の指定について

承認○×○○〇２
×３○即決専決処分の報告及び承認について（小金井市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例）第

１
回
臨
時
会

可決○○○○○○即決小金井市立小金井第二小学校校舎耐震補強工事（その２）請負契約について

可決○○○○○○即決小金井市立小金井第四小学校校舎耐震補強工事請負契約について

付託先略称　即決：委員会付託を省略し本会議で採決

　　　　　　総：総務企画委員会　厚：厚生文教委員会

　　　　　　建：建設環境委員会　予：予算特別委員会

が
高
く
、
商
売
を
す
る
に
は
多
額

の
税
金
や
家
賃
を
払
っ
て
い
る
の

が
一
般
的
だ
と
思
う
。
Ｊ
Ｒ
の
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

資
産
税
課
長　

線
路
や
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
ど
駅
施
設
は
隣
接
地

と
比
べ
３
分
の
１
課
税
で
あ
る
。

店
舗
な
ど
は
２
分
の
１
課
税
と
な

る
予
定
だ
。
駅
構
内
の
店
舗
や
高

架
下
利
用
に
つ
い
て
は
、
税
金
面

で
優
遇
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

■
そ
の
他
に
交
通
不
便
地
域
の
コ

コ
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、
坂
下
中

町
、
前
原
一
、
二
丁
目
へ
の
普
及

に
努
め
る
よ
う
懇
願
し
た
。

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

�
前
原
小
学
校
南
側
・
野
川
水

路
沿
い
遊
歩
道
に
は
街
路
灯
が
一

基
も
無
い
。
都
の
案
内
板
で
は
、

み
ん
な
の「
散
歩
道
」（
管
理
道
路
）

と
な
っ
て
お
り
子
供
た
ち
も
多
く

利
用
し
て
い
る
。
防
犯
上
、
安
全

安
心
の
た
め
に
も
街
路
灯
の
設
置

を
強
く
求
め
る
。

　

総
務
部
長　

露
口
議
員
か
ら
は

再
度
の
質
問
で
あ
り
、
学
校
関
係

者
や
地
元
町
会
か
ら
も
要
望
さ
れ

て
い
る
。
防
犯
と
い
う
観
点
か
ら

設
置
で
き
る
よ
う
に
東
京
都
と
最

終
的
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い

る
。

　

�
中
央
線
が
高
架
化
さ
れ
る
と
、

高
架
下
店
舗
や
駅
構
内
に
は
喫
茶

店
や
コ
ン
ビ
ニ
が
で
き
る
予
定
だ
。

駅
に
近
い
と
こ
ろ
は
固
定
資
産
税

野
川
沿
い
の
街
灯
に

野
川
沿
い
の
街
灯
に

つ
い
て
問
う

つ
い
て
問
う

　

名
だ
け
な
の
で
増
や
し
た
い
�

１７０来
年
に
向
け
検
討
し
た
い
。

市
長　

�
参
加
者
に
資
料
を
渡
す

よ
り
小
金
井
に
多
数
の
人
が
来
て

く
れ
た
事
自
体
が
最
大
の
ア
ピ
ー

ル
だ
�
武
蔵
野
市
主
催
時
に
は
協

力
せ
ず
こ
ち
ら
が
や
る
時
に
協
力

要
請
す
る
の
は
辛
い
も
の
が
あ
る
。

経
済
課
長　

�
多
く
の
外
来
者
が

集
ま
る
機
会
に
商
業
者
が
努
力
を

す
る
の
が
大
切
で
、
行
政
と
し
て

そ
れ
を
手
伝
い
た
い
�
こ
の
時
期

の
農
産
物
は
少
な
い
の
で
難
し
い
。

開
発
事
業
本
部
長　

�
温
泉
施
設

は
将
来
の
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
。

宮
崎
晴
光
（
民
主
党
）

　

５
月
連
休
に
小
金
井
公
園
で
行

わ
れ
た
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
に
つ

き
�
市
と
し
て
の
評
価
�
支
援
体

制
�
市
民
へ
の
広
報
�
参
加
者
に

資
料
を
渡
し
て
全
国
に
小
金
井
の

ア
ピ
ー
ル
を
�
近
隣
自
治
体
と
今

後
連
携
し
な
い
か
�
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
市
民
参
加
を
呼
び
か
け

よ
�
模
擬
店
が
少
な
か
っ
た
が
今

後
は
�
小
金
井
の
商
業
振
興
策
と

し
て
ど
う
生
か
す
か
�
小
金
井
の

農
業
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
に
し

な
い
か
�
参
加
者
で
周
辺
銭
湯
が

賑
わ
っ
た
が
、
私
が
提
唱
の
「
東

小
金
井
駅
北
口
温
泉
施
設
」
に
現

実
性
が
あ
る
と
思
わ
な
い
か
。

教
育
部
次
長　

�
天
候
に
恵
ま
れ

成
功
し
た
と
考
え
る
�
�
時
間
が

無
く
不
十
分
だ
っ
た
�
参
加
市
民

小
金
井
公
園
ス
リ
ー
デ
ー

小
金
井
公
園
ス
リ
ー
デ
ー

マ
ー
チ
の
評
価
と
課
題

マ
ー
チ
の
評
価
と
課
題

（自由民主）自由民主クラブ
（みどりの風）みどりの風
（公明党）小金井市議会公明党
（民主党）民主党小金井市議団
（日本共産党）日本共産党小金井市議団
（改革連合）改革連合

会
派
の
略
称※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問（３ページ～６ページ）

５・６・７・８日

は
、
本
年
４
月
、
食
育
基
本
計
画

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
小
金
井
市

と
し
て
、
食
育
推
進
計
画
を
策
定

し
な
い
か
。

　

教
育
部
長　

�
給
食
指
導
の
中

で
は
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
活
用
し
、

栄
養
や
マ
ナ
ー
の
教
育
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
小
学
校
の
児
童
が
、

農
業
収
穫
体
験
学
習
を
通
し
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。

　

企
画
財
政
部
長　

�
庁
内
に
お

け
る
一
定
の
検
討
結
果
を
経
て
、

本
市
の
特
性
を
生
か
し
た
食
育
推

進
計
画
の
策
定
へ
努
力
す
る
。

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

�
視
覚
障
害
者
の
中
で
点
字
が

読
め
る
方
は
、
大
変
少
な
く
、
１

割
に
も
満
た
な
い
現
状
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
納
税
通
知
、
年
金
通

知
等
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
自

分
で
確
認
す
る
方
法
が
全
く
な
く
、

情
報
環
境
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て

き
た
。
視
覚
障
害
者
の
た
め
に

「
約　

文
字
の
情
報
を
記
録
で
き

８００

る
Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド
」
で
音
声
変
換
に

よ
る
情
報
提
供
を
行
政
側
が
率
先

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド

の
普
及
推
進
に
つ
い
て
、
で
き
る

も
の
か
ら
実
現
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

　

�
小
金
井
市
と
し
て
、
食
育
の

推
進
を
�
�
学
校
、
保
育
所
に
お

け
る
食
育
の
推
進
状
況
は
？
�
国

視
覚
障
害
者
の
た
め
情
報

視
覚
障
害
者
の
た
め
情
報

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
を

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
を


